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韓国農村地域の在宅高齢者における

ソーシャル・サポートの授受とQOL

金 恵京 李 誠國

久田 満 甲斐 一郎

　高齢者におけるソーシャル・サポートの授受（提供および受領）とQOLとの関連性を検討することを目

的とし，韓国の農村地域に居住している60歳以上の在宅高齢者740人を対象に調査員による訪問面接調査を

行った。調査内容は，配偶者，子供，友人とのソーシャル・サポート授受の頻度，QOL（生活の張り，生

活満足度），活動能力等である。ソーシャル・サポートと活動能力とは強い関連性がみられたので，活動能

力の高い者に限ってサポートの授受とQOLとの関連を分散分析によって検討した。

　その結果，生活の張りについては，サポート提供の主効果が子供サポート（女）および友人サポート（男

女）において有意であり，サポートを提供することが張りのある生活につながることが示唆された。生活満

足度との関係をみると，男性における配偶者サポートでは，妻への提供サポート，妻からの受領サポート，

ともに多い人においては生活満足度は高くなるが，妻への提供サポートだけが多く妻から得られるサポート

が少ない夫ほど生活満足度は低くなる傾向にあった。女性においては，夫から得られるサポートが多いほど

生活満足度は高くなる傾向がみられた。子供サポートの授受と生活満足度の関係については，子供にサポー

トを提供することが生活の満足につながることが示唆された。女性ではさらにサポート受領も生活満足度と

関連しており，子供とサポートをやり取りすることが生活満足度を高めるという可能性が示された。なお，

全体的な傾向としては，提供サポート，受領サポートともに高い群が最も高い生活の張り，生活満足度得点

を示した。

　高齢者のQOLを考える際，高齢者をどのようにサポートするかだけではなく，高齢者がサポートを提供

する立場に立てる状況をどうやって作っていくかという視点も重要であると考えられる。
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